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第１６回　雲山会の報告です。　　　　　高御位山（３０４M）に登ってきました。

６月１１日（日）曇り　　JR曽根駅に９人（男４女５）集まりました。

柳楽L　伊藤　上岡　尾崎　三原（13）矢田　川路　他グループ2人　

９時２０分出発　リーダーの柳楽（１１）さんが「１２時頃頂上かなーそこで昼食にしよう」
「たかが３００Mの山になんで３時間弱かかるんやろう」と内心訝りながら歩き始めました。

民家の裏山みたいな所から登っていきなり岩場　大きな岩の上を例の３点確保（両足と片手は
岩を掴んで残った片手で移動）でよじ登る
「すごい！　いきなりこれかー！」家に帰ってから本を読んだら　全山が岩山の特異な山容で
あちこちに岩場の登り下りがあり・・・とあった　　　　やっぱりぃ
とに角岩場を登ったり下ったりしていると、いきなり長さ２００M、高度差１５０Mの一枚岩の
大岩場の出現（百間岩）でも角度がゆるく足元さえしっかり岩を捉えれば立って歩けた。
見晴らしは良く瀬戸内海、播州の山々と見えるんですが、私なんか見る心の余裕がなかった。

やっと頂上らしきところに着いて「ここ頂上？」「ううん高須山の頂上　高御位山はまだあっち」
まだかなり向こうの山だった。

今回は高御位山を単独登山するのではなく、播磨アルプスを縦走していたのです。

結局昼食も高御位山の頂上ではなく、麓で摂って、休憩をして頂上をめざしました。
　　　喉がカラカラでビールがおいしかった！。
下りもすごい！　おおきな一枚岩を何回か挑戦　頑張って下りました。
「リーダーの好きそうな山」　おかげで貴重な体験をしました。

有り難うございました。

